
は
じ
め
に

『

日
本
三
代
実
録』

の
貞
観
十
一
年
五
月
二
十
六
日
癸
未
条
の
、

陸
奥
国
地
大
震
動
。
流
光
如
昼
隠
映
。
頃
之
。
人
民
叫
呼
。
伏
不
能
起
。
或

屋
仆
圧
死
。
或
地
裂
埋
殪
。
馬
牛
駭
奔
。
或
相
昇
踏
。
城
�
倉
庫
。
門
櫓
墻

壁
。
頽
落
顛
覆
。
不
知
其
数
。
海
口
咆
哮
。
声
似
雷
霆
。
驚
濤
涌
潮
。
長
泝

�
漲
。
忽
至
城
下
。
去
海
数
十
百
里
。
浩
々
不
弁
其
涯
�
。
原
野
道
路
。
惣

為
滄
溟
。
乗
船
不
遑
。
登
山
難
及
。
溺
死
者
千
許
。
資
産
苗
稼
。
殆
無
孑
遺

焉
。

と
い
う
地
震
記
事
が
、
今
日
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
四
字
を
基
本
と
す
る
整
っ

た
対
句
的
表
現
で
あ
る
が
、
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
の
惨
状
を
実
に
リ
ア
ル
に

表
現
し
て
い
る
。
政
府
に
お
け
る
、
伝
聞
を
媒
介
と
し
た
間
接
的
認
識
で
は
な
く
、

陸
奥
国
か
ら
の
報
告
文
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
叙
述
に
違
い
な

い
。
こ
の
災
害
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
も
、『

三
代
実
録』

の
記
事
や
多
賀
城
跡

の
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
貞
観
十
一
年
は
西
暦
八
六

九
年
、
内
田
正
男
編
著

『

日
本
暦
日
原
典』

(

雄
山
閣

一
九
七
五
年)

に
基
づ

い
て
計
算
す
れ
ば
、
五
月
二
十
六
日
は
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
七
月
九
日
、
グ
レ
ゴ
リ

オ
暦
の
十
三
日
に
あ
た
る
。『

類
聚
国
史』

(｢

新
訂
増
補
国
史
大
系｣

、
以
下
同
じ
。)

を
瞥
見
す
る
と
、
そ
の
前
年
に
は
、
播
磨
国
に
お
け
る
諸
郡
の
官
舎
や
寺
塔
が
悉

く
倒
壊
し
た
大
地
震
を
含
め
、
二
十
二
回
の
地
震
記
録
が
あ
る
。

こ
の
貞
観
大
地
震
と
大
津
波
に
つ
い
て
は
、｢

地
震
考
古
学｣

の
成
果
を
含
め

て
、
自
然
科
学
的
な
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
端
を
、
寒
川
旭
氏
が
、
コ
ン

パ
ク
ト
に
か
つ
学
術
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
九
〇
年

代
に
は
、
仙
台
市
や
相
馬
市
の
海
岸
か
ら
数
キ
ロ
内
陸
側
の
地
点
で
津
浪
堆
積
物

が
確
認
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
は
、
石
巻
平
野
で
少
な
く
と
も
三
キ
ロ
、
仙

台
平
野
で
は
少
な
く
と
も
四
キ
ロ
、
南
相
馬
市
で
は
少
な
く
と
も
一
・
五
キ
ロ
ま
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で
、
当
時
の
海
岸
線
か
ら
津
浪
が
遡
上
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(

１)

。

私
的
な
思
い
を
述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
が
、
私
が
学
生
時
代
に

日
本
史
の
専
門
授
業
で
始
め
て
接
し
た
も
の
の
一
つ
が
、『

日
本
三
代
実
録』

を

対
象
と
し
た
彌
永
貞
三
先
生
担
当
の
史
料
講
読
で
あ
り
、
連
年
続
け
ら
れ
て
い
た

そ
の
講
読
は
、
あ
た
か
も
貞
観
八
年
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
。
丸
ご
と
の
漢
文
で
、

注
釈
も
な
く

(『
朝
日
本
六
国
史』

が
あ
る
こ
と
を
知
る
の
は
、
し
ば
ら
く
た
っ

て
か
ら
で
あ
る)

、
途
方
に
暮
れ
つ
つ

『

字
源』

な
ど
を
携
行
し
た
私
た
ち
に
対

し
て
、
先
生
は
、
実
に
さ
り
げ
な
く

｢

そ
れ
で
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
モ
ロ
ハ
シ

漢
和
や
コ
ジ
ル
イ
エ
ン
を
引
き
な
さ
い｣

と
言
わ
れ
た
の
だ
が
、
せ
い
ぜ
い
さ
ら

に
大
型
の
辞
書
を
思
い
描
い
た
私
た
ち

(
少
な
く
と
も
私
自
身)

は
、
そ
れ
が
書

棚
か
ら
取
り
出
す
の
も
大
変
な
く
ら
い
の
分
厚
い
大
判
で
、
あ
わ
せ
て
優
に
六
十

巻
を
こ
え
る
と
い
う
代
物
で
あ
る
こ
と
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

以
来
手
元
に
あ
る｢

新
訂
増
補
国
史
大
系
普
及
版｣
の『
日
本
三
代
実
録

前
編』

は
、
上
記
地
震
記
事
を
含
む
貞
観
年
間
か
ら
後
の
小
口
が
、
と
り
わ
け
黒
く
な
っ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
こ
の
記
事
を
意
識
的
に
検
討
し
て
は
来
な

か
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
木
簡
学
会
の

｢

多
賀
城
特
別
研
究
集

会｣

に
際
し
て
の
現
地
見
学
会
に
お
い
て
、
多
賀
城
政
庁
跡
の
西
南
に
位
置
す
る

市
川
橋
遺
跡
で
は
、
津
浪
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
道
路
遺
構
の
破
壊
跡
が
認
め
ら

れ
、
お
そ
ら
く
貞
観
年
間
の
津
波
に
際
し
て
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
明
を

受
け
て
い
た
。
そ
れ
以
後
に
も
、
仙
台
平
野
に
お
け
る
津
波
痕
跡
の
報
文
に
は
接

し
て
い
た
。
そ
れ
な
り
の
驚
き
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
は
、
そ
の
こ
と
を
特
段

の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
思
い
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

私
個
人
が
、
気
に
留
め
て
い
た
と
し
て
も
、
今
日
の
事
態
に
対
し
て
、
何
ら
か

の
役
割
を
果
た
せ
た
は
ず
も
な
い
が
、
や
は
り
心
が
痛
む
。
森
浩
一
氏

｢

災
害
の

歴
史
に
学
ぶ｣
(『

森
浩
一
・
語
り
の
古
代
史』

大
巧
社

二
〇
一
一
年

所
収)

に
触
れ
て
、
そ
の
思
い
を
新
た
に
し
た

(

２)

。
森
氏
の
指
摘
を
受
け
て
、
二
・
三
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

注(

１)

地
震
考
古
学
に
つ
い
て
は
、
寒
川
旭
氏
の

『

地
震
考
古
学』

(

中
公
新
書

一

九
九
二
年)

、『

揺
れ
る
大
地』

(

同
朋
舎
出
版

一
九
九
七
年)

、『

地
震
の
日
本

史

(

増
補
版)』

(

中
公
新
書

二
〇
一
一
年)

、『

日
本
人
は
ど
ん
な
大
地
震
を

経
験
し
て
き
た
の
か』

(

平
凡
社
新
書

二
〇
一
一
年)

に
よ
っ
た
。
寒
川
氏
が
、

｢

地
震
考
古
学
の
提
唱｣

を
行
っ
た
一
九
八
八
年
五
月
に
は
、
十
例
を
わ
ず
か
に

超
え
る
程
度
の
研
究
成
果
し
か
な
か
っ
た
由
で
あ
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
受
け
て
、
埋
文
関
係
救
援
連
絡
会
議
と
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
に
よ
っ
て
編
集
・

発
行
さ
れ
た
資
料
集

『

発
掘
さ
れ
た
地
震
痕
跡』

(

一
九
九
六
年)

に
は
、
三
七

八
遺
跡
の
概
要
が
収
録
さ
れ
、
寒
川
氏
の
論
稿
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
、

八
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
冊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
か

ら
地
震
痕
跡
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
典
拠
と
な
っ
た
報
告
書
そ

の
も
の
を
検
索
で
き
る
。
寒
川
氏
の
、
二
〇
一
一
年
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の

後
も
さ
ら
に
調
査
・
研
究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(

２)

森
氏
の
提
言
に
、
部
分
的
に
は
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
森

氏
は
、
上
記
の
地
震
記
事
に
か
か
わ
っ
て
、｢

城
下｣

を
多
賀
城
下
と
す
る
趨
勢

に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
は
多

賀
城
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
市
川
橋
遺
跡
の
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
の
時
期
、
陸
奥
国
府
は
多
賀
城
に
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
国
府
か
ら
の
報
告

が
、
固
有
名
詞
を
用
い
ず

｢

城
下｣

と
だ
け
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
多
賀

城
で
あ
る
か
ら
で
、
他
の
城
柵
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
固
有
の
対
象
を
示
す
名
前

が
記
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ア
プ
リ
オ
リ
に
、
多
賀
城
と
決
め
て
か
か

る
こ
と
へ
の
戒
め
と
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。
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『
日
本
書
紀』

に
お
け
る

｢

地
震｣

記
事

森
浩
一
氏
は
、『

日
本
書
紀』

に
出
て
く
る

｢

地
震｣

｢

地
動｣

｢

大
地
震｣

｢

大

地
動｣

に
つ
い
て
、
古
典
文
学
大
系

(

岩
波
書
店)

を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
本
が

｢

な
ゐ｣

と
い
う
傍
訓
を
施
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
批
判
を
加
え
て
お
ら
れ

る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
二
つ
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
一
つ
は
古
代
に
お
い
て

は
、｢

地
震｣

は
、｢

じ
し
ん｣
あ
る
い
は

｢

ち
ふ
る
う｣

と
読
ま
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
少
な
く
と
も｢

な
ゐ
ふ
る｣
と
は
読
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、『

日
本
書
紀』

の
編
集
者
は
、｢

地
震｣

｢

地
動｣
｢

大
地
震｣

｢

大

地
動｣

に
よ
っ
て
、
地
震
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
微
妙
な
違
い
を
書
き
分
け
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ば

｢

通
説｣

と
し
て
、｢
な
ゐ｣

と
い
う
訓
に
な

じ
ん
で
来
た
の
だ
が
、
森
氏
の
指
摘
を
受
け
て
、｢

通
説｣
が
成
り
立
つ
根
拠
に

遡
っ
て
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
る
。『

日
本
書
紀』

が
、
権
力
の
正
当
性
を
主
張

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
常
識
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お

い
て
、
と
り
わ
け
唐
の
帝
国
に
対
す
る
自
己
主
張
の
書
で
あ
る
こ
と
も
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。｢

地
震｣

と
い
う
言
葉
に
関
連
し
た
、｢

大
夫｣
を

め
ぐ
る
森
氏
の
主
張
は
、
全
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
対
中
国
王
朝
の
場
に
お
い

て
、｢

ま
え
つ
ぎ
み｣

な
ど
と

｢

和
訓｣

(｢

日
本
語｣

と
い
う
用
語
が
、
ど
の
時

代
か
ら
、
ま
た
ど
の
範
囲
の
地
域
に
つ
い
て
言
え
る
の
か
と
い
う
問
題
は
さ
て
お

い
て
、
ご
く
常
識
的
な
意
味
で
用
い
る
。)

で
読
ん
だ
の
で
は
、
通
用
し
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
、『

日
本
書
紀』

は
、
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
国
内
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
漢
文
そ
の
も
の
と
し
て
、
読
ま
れ
た
に
違

い
な
い
。

改
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
、
返
点
や
送
り
仮

名
、
傍
訓
に
よ
る

｢

訓
読｣

は
、
す
で
に
日
本
語
へ
の

｢

翻
訳｣

な
の
で
あ
る
。

『

日
本
書
紀』

訓
読
史
と
は
、
翻
訳
史
で
も
あ
り
、
意
味
内
容
を
理
解
す
る
た
め

の
必
然
的
な
営
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、｢

ち
ふ
る
う｣

と
い
う
読
み
で
さ
え

も
、
す
で
に
そ
の
第
一
歩
に
踏
み
込
ん
で
い
る
の
だ
と
思
う
。

訓
読
が
、『

書
紀』

理
解
の
う
え
で
必
要
な
行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
分
厚
い

学
問
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

ま
ず
、
漢
文
そ
の
も
の
で
理
解
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
ろ
う
。
漢
文
自
体
、
そ
の

読
み
下
し
、
そ
の
和
訓
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
内
容
の
理
解
と
い
う
こ

と
に
留
意
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う

(

３)

。

次
い
で
、
書
き
分
け
の
問
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
、『

日
本
書
紀』

の
地
震
記
事

を
通
覧
し
て
お
こ
う
。(

以
下
、｢

日
本
古
典
文
学
大
系｣

に
従
っ
て
句
読
点
を
付

す
。)

○
一

允
恭
五
年
七
月
秋
己
丑
条

地
震
。
先
是
、
命
葛
城
襲
都
彦
之
孫
玉
田
宿
祢
、
主
瑞
歯
別
天
皇
之
殯
。

則
当
地
震
夕
、
遣
尾
張
連
吾
襲
、
察
殯
宮
之
消
息
。(

以
下
省
略)

○
二

武
烈
即
位
前
紀
条

於
彌
能
姑
能
、
耶
賦
能
之
魔
柯
枳
、
始
陀
騰
余
瀰
、

那
爲
我
與
釐
據
魔
、
耶
黎
夢
之
魔
柯
枳

一
本
以
耶
賦
之
魔
柯

枳
易
耶
陛
�
羅
�
枳

○
三

推
古
七

(

五
九
九)

年
四
月
辛
酉

(

二
十
七
日)

条

地
動
舎
屋
悉
破
。
即
令
四
方
、
俾
祭
地
震
神
。

○
四

皇
極
元

(

六
四
二)

年
冬
十
月
庚
寅

(

八
日)

条

地
震
而
雨
。
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○
五

皇
極
元
年
十
月
辛
卯

(

九
日)

条

地
震
。
是
夜
、
地
震
而
風
。

○
六

皇
極
元
年
十
月
丙
午

(

二
十
四
日)

条

夜
中
、
地
震
。

○
七

天
智
三

(

六
六
四)

年
是
春
条

地
震
。

○
八

天
武
四

(
六
七
五)

年
十
一
月
是
月
条

大
地
動
。

○
九

天
武
六

(

六
七
七)

年
六
月
乙
巳

(

十
四
日)

条

大
震
動
。

○
十

天
武
七

(

六
七
八)

年
十
二
月
是
月
条

筑
紫
国
大
地
動
之
。
地
裂
広
二
丈
、
長
三
千
余
丈
。
百
姓
舎
屋
、
毎
村
多

仆
壊
。
是
時
、
百
姓
一
家
有
岡
上
。
当
于
地
動
夕,

、
以
岡
崩
処
遷
。
然

家
既
全
、
而
無
破
壊
。
家
人
不
知
岡
崩
家
避
。
但
会
明
後
、
知
以
大
驚
焉
。

○
十
一

天
武
八

(

六
七
九)

年
十
月
戊
午

(

十
一
日)
条

地
震
。

○
十
二

天
武
八
年
十
一
月
庚
寅

(

十
四
日)

条

地
震
。

○
十
三

天
武
九

(

六
八
〇)

年
九
月
乙
未

(

二
十
三
日)

条

地
震
。

○
十
四

天
武
十

(

六
八
一)

年
三
月
庚
寅

(

二
十
一
日)

条

地
震
。

○
十
五

天
武
十
年
六
月
壬
戌

(

二
十
四
日)

条

地
震
。

○
十
六

天
武
十
年
十
月
癸
未

(

十
八
日)

条

地
震
。

○
十
七

天
武
十
年
十
一
月
丁
酉

(

二
日)

条

地
震
。

○
十
八

天
武
十
一

(

六
八
二)

年
正
月
癸
丑

(

十
九
日)

条

地
動
。

○
十
九

天
武
十
一
年
三
月
庚
子

(

七
日)

条

地
震
。

○
二
十

天
武
十
一
年
七
月
戊
申

(

十
七
日)

条

地
震
。

○
二
十
一

天
武
十
一
年
八
月
癸
酉

(

十
二
日)

条

大
地
動
。

○
二
十
二

天
武
十
一
年
八
月
戊
寅

(

十
七
日)

条

亦
地
震
動
。

○
二
十
三

天
武
十
三

(

六
八
四)

年
十
月
壬
辰

(

十
四
日)

条

逮
于
人
定
、
大
地
震
。
挙
国
男
女
叫
唱
、
不
知
東
西
、
則
山
崩
河
湧
。
諸

国
郡
官
舎
、
及
百
姓
倉
屋
、
寺
塔
神
社
、
破
壊
之
類
、
不
可
勝
数
。
由
是
、

人
民
及
六
畜
、
多
死
傷
之
。
時
伊
予
温
泉
、
没
而
不
出
。
土
左
国
田
�
五

十
余
万
頃
没
為
海
。
古
老
曰
、
若
是
地
動
、
未
曽
有
也
。
是
夕
、
有
鳴
声

如
鼓
、
聞
于
東
方
。
有
人
曰
、
伊
豆
嶋
西
北
二
面
、
自
然
増
益
三
百
余
丈
。

更
為
一
嶋
。
則
如
鼓
音
者
、
神
造
是
嶋
響
也
。

○
二
十
四

天
武
十
三
年
十
一
月
庚
戌

(

三
日)

条

土
左
国
司
言
、
大
潮
高
騰
、
海
水
瓢
蕩
。
由
是
、
運
調
船
多
放
失
焉
。

○
二
十
五

天
武
十
四

(

六
八
五)

年
十
二
月
辛
巳

(

十
日)

条
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自
西
発
之
地
震
。

○
二
十
六

朱
鳥
元

(

六
八
六)

年
正
月
庚
申

(

十
九
日)

条

地
震
。

○
二
十
七

朱
鳥
元
年
十
一
月
癸
丑

(

十
七
日)

条

地
震
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
、
表
記
方
法
の
違
い
に
留
意
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

み
よ
う

(

４)

。｢

地
震｣

と
い
う
記
載
が
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
検
討
の
手
が
か
り
が
な
い
か
ら
そ
れ
を
除
外
し
、
他
の
表
現
が
採
用

さ
れ
て
い
る
場
合
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
、｢

地
動｣

が
四
例
あ
る
が

(

○
三
、

○
十
、
○
十
八
、
○
二
十
三)

、
こ
の
中
で
、
○
十
八
は
、
○
八
・
○
二
十
一
の

｢

大
地
動｣

と
と
も
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
判
断
の
手
が
か
り
を
欠
く
。

残
り
の
三
例
は
、
多
少
読
み
込
み
過
ぎ
の
危
険
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
○
三
に
つ
い
て
は
、｢

地
が
動
い
た
結
果
と

し
て
舎
屋
が
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
た
の
で
、
地
震
神
を
祭
ら
せ
た｣

と
い
う
の

で
あ
っ
て
、
単
に
地
震
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。(
ち
な
み
に
、
こ
の

推
古
紀
で
は
、
地
震
神
そ
の
も
の
に
対
し
て
直
接
に
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
が
、

『

続
日
本
紀』

に
よ
れ
ば
、
天
平
期
に
な
る
と
最
勝
王
経
の
転
読
や
大
集
経
の
読

誦
つ
ま
り
仏
法
に
よ
っ
て
、
地
震
の
鎮
静
が
図
ら
れ
て
い
る
。)

○
十
と
○
二
十
三
の
場
合
に
は
、
ま
さ
し
く
大
地
震
の
記
事
の
文
脈
の
中
で
記

さ
れ
て
い
て
、
前
者
で
は
、
大
地
震
の
記
述
に
続
け
て
、
地
震
に
よ
っ
て

｢

地
が

動
い
た
夕
べ
に
あ
た
っ
て
、
岡
が
崩
れ
て
家
ご
と
移
動
し
た｣

と
述
べ
て
お
り
、

後
者
で
は
、
大
地
震
に
つ
い
て

｢

こ
の
よ
う
な

『

地
動』

は
、
未
曾
有
の
こ
と
で

あ
る｣

と
い
う

｢

古
老｣

の
言
葉
と
し
て
、
語
ら
れ
て
い
る
。｢

地
動｣

は
、
具

体
的
な
事
態
に
か
か
わ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
○
九
に

｢

大
震
動｣

、
○
二
十
二
に

｢

亦
地
震
動｣

が
見
ら
れ
る
が
、

前
者
は

『

類
聚
国
史』

に

｢

大
地
震
動｣

と
あ
り
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、『

書
紀』

の
記
載
様
式
と
し
て
は
、
唯
一
の
表
現
と
な
る
。
何
ら
か
の
錯
簡
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
後
者
は
、
写
本
に
よ
る
違
い
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
日
本
古
典

文
学
大
系
本
の
底
本
で
あ
る
卜
部
兼
右
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

は
、
こ
の
表
現
で

あ
る
が
、
北
野
本
・
内
閣
文
庫
本
・
伊
勢
本
及
び
国
史
大
系
本
の
底
本
で
あ
る
寛

文
九
年
板
本
で
は

｢

動｣

の
字
が
な
く
、｢

亦
地
震｣

と
の
み
あ
る
。
実
は
こ
の

条
に
つ
い
て
は
、『

日
本
書
紀』

の
日
付
に
前
後
が
あ
っ
て
、
癸
酉

(

十
二
日)

・

戊
寅

(

十
七
日)

・
甲
戌

(

十
三
日)

の
順
に
並
ん
で
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大

系
本
の
校
注
者

(

笹
山
晴
生
氏)

は
、｢

地
震
、
変
異
の
記
事
を
一
括
し
た
の
で

あ
ろ
う｣

と
さ
れ
た
。
癸
酉
条
の

｢

大
地
動｣

に
続
け
て
、
戊
寅
条
に
他
で
は
見

ら
れ
ぬ

｢

亦｣

字
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
妥
当
な
見
解
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
元
来

｢

亦
地
震｣

と
あ
っ
た
も
の
を
、
一
部
の
写
本
の
作
成
者
が
前
条
の

｢

地
動｣

に
引
か
れ
て
、｢

動｣

を
加
え
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。

｢

地
震
動｣

は
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
お

き
た
い
。

『

日
本
書
紀』

に
お
い
て
、｢

大
地
動
之

(

５)｣

と
表
現
さ
れ
た
天
武
七
年
の
地
震
は
、

『

豊
後
国
風
土
記』

(

日
田
郡
条)

に
も
、｢

飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
戊

寅
年
、
大
地
震
山
崗
裂
崩
。
此
山
一
峡
崩
落
、
慍
之
泉
、
処
々
而
出
。
湯
気
熾
熱
、

炊
飯
早
熟
。(

以
下
略)｣

(

句
読
点
は
、｢

新編

日
本
古
典
文
学
全
集｣

小
学
館

に

よ
る
。)

と
記
さ
れ
る
。
戊
寅
年
は
、
ま
さ
し
く
天
武
七
年
で
あ
る
が
、
地
震
の

具
体
相
を
語
る
最
古
の
記
録
と
言
え
よ
う
。(

推
古
紀
の
場
合
に
は
、
家
屋
の
倒

壊
を
記
す
の
み
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
直
接
に
大
和
地
方
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
地
域
に
つ
い
て
も
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
地
震
神
と
い
う
記
事
は
、
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古
代
人
の
観
念
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。)

寒
川
旭
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
の
地
震
は
、｢

大
地
震｣

と
記
録
さ
れ
る
天
武
十
三
年
の
地
震
と
と
も

に
、
対
応
す
る
地
震
痕
跡
も
地
震
考
古
学
の
成
果
と
し
て
す
で
に
数
箇
所
の
遺
跡

に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
活
断
層
に
よ
る
地
震
で
、
後
者
は
プ
レ
ー

ト
境
界
の
地
震
で
あ
り
、
記
述
内
容
に
矛
盾
が
な
い
と
さ
れ
る
。

ま
さ
し
く
大
地
震
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
例
は
、
意
味
と
し
て
と
れ
ば
、

｢

大
地｣

が
、｢

動
い
た｣
あ
る
い
は

｢

震
っ
た｣

の
で
は
な
く
、｢

大
い
な
る｣

、

｢

地
震｣

や

｢

地
動｣

が
あ
っ
た
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
天
武
七
年
の
記
事
は
、

筑
紫
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
天
武
十
三
年
の
場
合
に
は
、
土

左

(

土
佐)

・
伊
予
だ
け
で
な
く
伊
豆
か
ら
も
大
異
変
の
報
告
が
な
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
け
れ
ど
も
、
記
事
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
飛
鳥
の
地
も
ま
た
大
き
な
揺
れ
が
有

り
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
を

踏
ま
え
、
前
述
し
た

｢

地
動｣

を
斟
酌
す
れ
ば
、
や
は
り

『

日
本
書
紀』

は
、
そ

れ
な
り
の
書
き
分
け
を
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、『

日
本
書
紀』

に
つ
い
て
言
え
る
事
で
あ
っ
て
、『

続

日
本
紀』

に
な
る
と
、
様
相
は
一
変
す
る
。
す
な
わ
ち
、｢

大
地
震｣

(
写
本
に
よ
っ

て
は

｢

地
大
震｣)

と

｢

地
大
震
動｣

が
各
一
例
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
大
地
震
で

あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
叙
述
し
て
い
る
が

(

他
に
一
条

｢

地
大
震｣

と
の
み
あ
っ

て
、
判
断
で
き
な
い
も
の
が
あ
る)

、
九
十
例
を
こ
え
る
記
事
の
中
で
、｢

地
震｣

で
は
な
く

｢

地
動｣

と
あ
る
五
例
が
、
有
意
の
差
を
示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る

手
が
か
り
は
な
い
。(

区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
文
字
通
り
判

断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。)

さ
て
、『

日
本
書
紀』

の
地
震
記
事
は
、
允
恭
五
年
七
月
秋
己
丑
条
を
以
っ
て

嚆
矢
と
す
る
。
日
本
列
島
に
於
け
る
地
震
記
事
の
初
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

記
事
は
、
地
震
の
具
体
相
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
は
く
れ
な
い
。
主
題
は
地
震
に

は
な
く
、
主
題
を
語
る
周
辺
の
出
来
事
と
し
て
地
震
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る

(

６)

。

武
烈
紀
も
、
そ
の
時
点
で
地
震
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
流

布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

｢

歌
謡｣

を
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、｢

地
震
記
事｣

と

は
区
別
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『

日
本
書
紀』

が
、
地

震
そ
の
も
の
を
意
図
し
て
記
し
た
初
出
は
、
推
古
紀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

以
前
の
時
代
に
地
震
が
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
は

｢

記

録
の
欠
如｣

で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、｢

帝
紀
・
旧
事｣

に
は
、
地
震
を
地

震
と
し
て
伝
え
る
記
録
が
欠
け
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
各
地

域
か
ら
の
報
告
が
な
け
れ
ば

(

具
体
的
な
被
害
が
な
け
れ
ば
、
報
告
す
る
と
は
限

ら
な
い
で
あ
ろ
う)

、
中
央
政
府
に
お
い
て
各
地
の
地
震
は
認
知
さ
れ
な
い
。
と

す
れ
ば
、
正
史
に

｢

地
震｣

と
載
せ
ら
れ
る
の
は
、
大
和
に
お
い
て
感
知
・
認
識

さ
れ
た
地
震
で
あ
る
。
日
本
列
島
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
地
震
関
係
の
論
稿
で
、
允
恭
五
年
を
四
一
六
年
に
あ
て
る
も
の
が
多
い

が
、
こ
れ
は
不
注
意
で
あ
る
。
允
恭
天
皇

(

大
王)

は
、『

日
本
書
紀』

に
よ
れ

ば
和
風
諡
号
を
雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
と
言
い

(『

古
事
記』

で
は
、
男
浅
津
間
若

子
宿
禰)

、『

宋
書』

倭
国
伝
等
に
見
え
る
い
わ
ゆ
る

｢

倭
五
王｣

の
な
か
の
済
に

擬
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
在

位
の
時
代
に
つ
い
て
の

『

日
本
書
紀』

の
年
代
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
も
ま
た
、
常
識
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、『

日
本
書
紀』

の
紀
年
法

に
従
え
ば
、
允
恭
即
位
は
壬
子
年
で
西
暦
換
算
は
四
一
二
年
で
あ
る
か
ら
、
允
恭

五
年
は
丙
辰
で
四
一
六
年
に
あ
た
る
。
以
下
念
の
た
め
に
、『

日
本
書
紀』

の
紀

年
に
よ
る
歴
代
大
王
の
即
位
年
・
在
位
期
間
と
、
対
応
す
る
西
暦
年
を
か
か
げ
、
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倭
の
五
王
の
そ
れ
と
対
比
し
て
考
え
る
。

Ａ

『

日
本
書
紀』

に
よ
る
大
王
の
即
位
年
と
在
位
年
数
。

允
恭

壬
子

四
一
二
年

在
位
四
十
二
年

安
康

甲
午

四
五
四
年

在
位
三
年

雄
略

丁
酉

四
五
七
年

在
位
二
十
三
年

清
寧

庚
申

四
八
〇
年

在
位
五
年

顕
宗

乙
丑

四
八
五
年

在
位
三
年

仁
賢

戊
辰

四
八
八
年

在
位
十
一
年

武
烈

己
卯

四
九
九
年

在
位
八
年

継
体

丁
亥

五
〇
七
年

在
位
二
十
五
年

Ｂ

『

宋
書』

に
見
ら
れ
る
倭
王
の
遣
使
。

永
初
二
年

(

四
二
一
年)

讃
に
除
授
。

元
嘉
二
年

(

四
二
五
年)

讃
の
上
表
。

元
嘉
十
五
年

(

四
三
八
年)

讃
死
し
て
弟
の
珍
立
つ
。
遣
使
貢
献
。

元
嘉
二
十
年

(

四
四
三
年)

済
の
奉
献
。

元
嘉
二
十
八
年

(

四
五
一
年)

済
に
除
授
。

済
死
し
て
世
子
興
立
つ
。
遣
使
貢
献
。

大
明
四
年

(

四
六
〇
年)

倭
国
遣
使
貢
献
。

大
明
六
年

(

四
六
二
年)

興
に
爵
号
を
授
く
。

昇
明
元
年

(

四
七
七
年)

こ
れ
よ
り
先
、
興
死
し
て
、
弟
の
武
立
つ
。

遣
使
貢
献
。

昇
明
二
年

(

四
七
八
年)

武
の
上
表
文
。

『

宋
書』

に
見
ら
れ
る
倭
王
の
使
節
派
遣
は
、
そ
の
年
代
を
含
め
て
事
実
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
讃
・
珍
・
済
・
興
・
武
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
大
王
に

当
た
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
済=

允
恭
、
興=

安
康
、
武
＝
雄
略
で
あ
る
こ
と
は
、

諸
氏
の
見
解
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
讃
と
珍
に
つ
い
て
は
、
定
説
が
な

い
。
し
か
し
、
応
神
・
仁
徳
・
履
中
・
反
正
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
允
恭
に
先
立

つ
大
王
で
あ
る
こ
と
は
通
説
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、『

宋
書』

を
基
準
と
す

る
限
り
、『

日
本
書
紀』

の
編
年
は
、
一
度
解
体
・
再
編
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
当
面
の
課
題
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
讃
及
び
珍

(

そ
れ
が
誰
で
あ

れ)

の
遣
使
は
、
い
ず
れ
も

『

日
本
書
紀』

に
お
け
る
允
恭
の
在
位
期
間
に
含
ま

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
讃
は
允
恭
十
年
と
十
四
年
に
、
珍
は
允
恭
二
十
七
年

に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
済
の
奉
献
は
允
恭
三
十
二
年
、
除
授
は
允
恭
四
十
年
の

晩
年
近
く
の
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
四
六
〇
年
の
派
遣
の
主
体
は
、
世
子
興
が

立
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
り
、
四
六
二
年
に
も
興
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
興

で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ど
ち
ら
も
、
雄
略
の
在
位

期
間
で
あ
る
。
允
恭
五
年
を
生
か
そ
う
と
す
れ
ば
、
四
三
八
年
か
ら
四
四
三
年
の

間
に
允
恭
元
年
を
置
き
、
そ
の
五
年
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

(

３)

出
土
木
簡
の
集
積
と
、
そ
の
分
析
・
解
読
を
通
し
て
、｢

漢
字
で
日
本
語
の
語

を
書
き
あ
ら
わ
す
技
術｣

が
七
世
紀
後
半
に
は
相
当
に
普
及
し
、
漢
字
の
訓
が

整
備
さ
れ
、
漢
字
の
本
来
の
意
味
・
用
法
か
ら
離
れ
た
訓
読
み
・
日
本
語
に
馴

化
し
た
音
読
み
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
て
い
る
。
犬

飼
隆

｢

日
本
語
を
文
字
で
書
く｣

(

上
原
真
人
他
編

『

列
島
の
古
代
史
６

言
語

と
文
字』

岩
波
書
店

二
〇
〇
六
年)

な
ど
。
後
述
す
る
武
烈
紀
の
歌
謡
の
表

記
な
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
趨
勢
の
一
環
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
と
思
う
が
、

漢
文
で
書
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

『

日
本
書
紀』

の
読
解
の
問
題
と
、
文
字
の

普
及
問
題
は
、
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

(

４)
『

類
聚
国
史』

巻
第
百
七
十
一
�
異
部
五
は
、
地
震
記
事
を
集
成
し
て
い
る
が
、

『

日
本
書
紀』

に
関
し
て
は
、
允
恭
五
年
紀
に
つ
い
て
、｢

秋
七
月
丙
子
朔
己
丑
。

地震史料の一考察

90

七



地
震
。｣

と
の
み
記
す
ほ
か
、
武
列
即
位
前
紀
の
歌
謡
と
、
天
武
十
三
年
十
一
月

庚
戌

(

三
日)

条
を
採
録
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
脱
漏
と
み
な
す
べ

き
で
は
あ
る
ま
い
。
允
恭
五
年
紀
は
、
地
震
が
発
生
し
た
際
に
起
こ
っ
た

｢

事

件｣

に
つ
い
て
語
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
地
震
そ
の
も
の
の
記
事
と
し
て
は
、

道
真
の
抄
録
で
こ
と
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
武
列
紀
の
歌
謡
は
、
直
接
に
地
震

の
発
生
を
語
る
も
の
で
は
な
い
。
天
武
十
三
年
紀
の
そ
れ
は
、
私
は
、
前
月
の

地
震
と
の
関
連
で
理
解
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
一
つ
の

｢

解
釈｣

で
あ
る
。｢

地
震｣

と
い
う
文
字
に
こ
だ
わ
れ
ば
、

あ
る
意
味
で
は
、
客
観
性
は
道
真
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、

『

類
集
国
史』

の
採
録
に
は
脱
漏
が
な
い
と
言
う
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

念
の
た
め
言
え
ば
、『

続
日
本
紀』

に
つ
い
て
も
、
九
十
箇
所
に
も
及
ぶ
記
事

で
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
三
ヵ
条
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
落
と
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
意
識
的
に
不
採
録
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
二

ヵ
条
は
、
天
平
勝
宝
二
年
五
月
辛
亥
条

｢
震
中
山
寺
塔
并
歩
廊
悉
焼｣

と
天
平

神
護
二
年
十
二
月
己
酉
条

｢

震
大
安
寺
東
塔｣
で
あ
り
、｢

震｣

と
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
落
雷
の
可
能
性
も
あ
り
、
地
震
と
断
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
だ

け
で
は
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
条
は
、
天
平
十
四
年
十
一
月
壬
子

(

十

一
日)

条
で
、｢

大
隈
国
司
言
。
従
今
月
廿
三
未
時
至
廿
八.
空
中
有
声
如
大
鼓
。

野
雉
相
驚
地
大
震
動
。｣

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
十
五
日
に
は
大
隈
国
に
使
者

が
派
遣
さ
れ
、
検
問
と

｢

神
命
を
請
い
聞
く｣

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
道
真

は
、
十
一
月
十
一
日
の
記
事
に
、｢

今
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
の
出
来
事｣

が
載
っ
て
い
る
こ
と
の

｢

不
整
合
性｣

と
、｢

空
中
有
声
如
大
鼓｣

と

｢

地
大
震

動｣

か
ら
通
常
の
地
震
の
範
疇
に
入
ら
な
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
意
図
し
て

こ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
条
に
関
す
る
限
り
は
、

明
ら
か
な
道
真
の
判
断
ミ
ス
で
あ
る
。
国
司
の
報
告
は
、
十
月
中
に
大
隈
国
を

発
っ
て
、
十
一
日
に
到
着
し
た
の
で
あ
り
不
整
合
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
火
山

活
動
に
伴
う
地
震
で
あ
ろ
う
。『

類
聚
国
史』

の
瑕
瑾
と
も
言
う
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
不
注
意
に
よ
る
脱
漏
が
な
い
こ
と
の
証
拠
と
も
な
る
。

天
長
期
の
、
特
に
四
十
四
回
の
地
震
を
記
録
す
る
四
年
、
そ
し
て
出
羽
国
に

お
い
て
、
大
地
割
れ
を
引
き
起
こ
し
、
秋
田
城
辺
の
大
河
秋
田
河

(

雄
物
川
か)

の
水
が
涸
れ
尽
し
、
河
底
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ま

で
の
大
地
の
変
動
が
起
こ
り
、
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
七
年
の
地
震
記
事
を
含

む
記
載
な
ど
も
、『

日
本
後
紀』

が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、
極
め
て

貴
重
で
あ
る
。

(

５)

森
博
達(『

日
本
書
紀
の
謎
を
解
く』

中
公
新
書

一
九
九
九
年)

に
よ
れ
ば
、

こ
こ
で
の

｢

之｣

と
い
う
文
字
の
使
い
方
は
、｢

正
格
漢
文
と
し
て
は
特
殊
な
用

法
で
、
奇
用
と
い
え
る｣

も
の
で
あ
る
。

(

６)

山
本
武
夫
氏
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
、｢

大
和
の
遠
飛

鳥
宮
で
は
か
な
り
強
い
振
動
を
感
じ
、
河
内
の
反
正
天
皇
喪
屋
の
安
否
を
気
遣

い
、
急
ぎ
使
を
派
遣
し
た｣

が
、｢

河
内
側
で
は
報
知
す
る
に
は
及
ば
な
い
程
度

の
震
動
か
、
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
と
見
る
ほ
う
が
順
当
で
あ
る｣

と
し
て
、｢

震

度
・
震
域
の
判
断
の
直
接
素
材
は
、『

書
紀』

の
記
述
か
ら
は
容
易
に
掴
み
難
い

が
、
少
な
く
と
も
生
駒
金
剛
山
系
の
東
側
と
西
側
の
比
較
強
弱
は
認
め
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。｣

と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
萩
原
尊
禮
氏
は
、

｢

一
地
震
学
者
の
見
解｣

と
し
て
、｢

妥
当
な
結
論
だ
と
思
う｣

と
述
べ
、
こ
の

山
脈
に
沿
っ
て
多
く
の
活
断
層
が
存
在
す
る
こ
と
、
顕
著
な
活
断
層
が
密
集
し

て
い
る
の
に
、
一
九
五
四
年
の

｢

吉
野
地
震｣

を
除
き
Ｍ
七
級
の
大
地
震
の
記

録
は
な
い
こ
と
、｢

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば｣

Ｍ
六
・
四
だ
っ
た
一
九

三
六
年
の
地
震
と
よ
く
似
て
お
り
、
た
だ
し
Ｍ
は
も
う
少
し
小
さ
い
地
殻
内
の

浅
い
所
で
起
こ
っ
た
地
震
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。(｢

允
恭
五
年

(

四
一

六)

の
畿
内
地
震

文
献
最
古
の
地
震
の
震
源
地
の
再
考｣

萩
原
尊
禮
編
著

『

続
古
地
震

実
像
と
虚
像』

東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
九
年

第
五
章)

｢
地
震｣

と
い
う
事
象
を
指
示
す
る

｢

和
語｣

に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、『

日
本
書
紀』

の

｢

地
震｣

｢

地
動｣

と
い
う
文
字
を
、
そ
れ
が
著

述
さ
れ
た
時
代
に
ど
う
読
ん
だ
か
と
い
う
問
題
と
、
古
代
に
お
け
る

｢

地
震
と
い
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う
漢
語
で
表
現
さ
れ
た
事
象
を
、
和
語
で
何
と
呼
ん
で
い
た
か｣

と
い
う
問
題
は
、

区
別
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『

日
本
書
紀』

訓
読
の
歴
史
の
中
で
、｢

地

震｣
が
ど
の
様
に
訓
読
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
も
、
和
語
に
お
け
る
表
記
と

は
、
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
実
際
に
は
渾

然
一
体
と
な
っ
た
形
で
、
史
料
に
現
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、『
日
本
書
紀』

が
編
纂
さ
れ
た
時
代
に

｢

地
震｣

が
ど
う
読
ま

れ
た
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
漢
文
・
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
律
令
も
ま
た
、
唐
令
・
唐
律
を
輸
入
・
部
分
改
変
し
た
も

の
と
し
て
漢
文
で
あ
る
。
発
せ
ら
れ
た
法
令
も
ま
た
、
漢
文
で
あ
る
。
宣
命
体
と

い
う
問
題
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
に
お
い
て

｢

地
震｣

と
い
う
文
字

を

(

意
味
で
は
な
く
、
訓
と
し
て)

｢

な
ゐ｣
と
読
ん
だ
と
い
う
証
拠
は
、
管
見

に
触
れ
な
い
。
本
来
の
読
み
は

｢

じ
し
ん｣

で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
和
語
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は｢

地
震｣
の
訓
読
と
密
接
に
か
か
わ
っ

て
い
て
、
区
別
さ
れ
ず
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
整
理
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

森
浩
一
氏
は
、｢

地
震｣

を

｢

な
ゐ｣

と
訓
ず
る
の
は
、
江
戸
時
代
の

『

物
類

称
呼』

が
元
で
あ
る
と
い
う
推
定
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『

物
類
称
呼』

(
以
下
、

東
条
操
校
訂

岩
波
文
庫

一
九
四
一
年
に
よ
る)

は
、｢

江
都

越
谷
吾
山
秀

真

編
輯｣

で

｢

安
永
四
年
乙
未
正
月｣

の
刊
記
を
持
つ
方
言
辞
典
で

(

序
文
の

題
に

｢

物
類
称
呼

(

諸
国
方
言)

序｣

と
あ
る)

、｢

地
震

ぢ
し
ん
○
関
東
及
北

陸
道
に
て
○

ぢ
し
ん
と
い
ふ
西
国
及
中
国
西
国

(

マ
マ)

に
て
○

な
ゐ
と
い
ふ
日
本
天
智
天

皇
紀
是こ
の

春は
る

地な
ゐ

震ふ
る

と
有｣

(

巻
一)

と
記
し
て
い
る
の
で

(『

古
事
類
苑』

の
引
用

で
は
、｢

西
国
及
び
中
国
四
国｣

と
な
っ
て
い
る
。
岩
波
文
庫
の
誤
植
か
、『

古
事

類
苑』

の
編
者
が
版
本
の
記
載
を
意
に
よ
っ
て
改
め
た
の
か
不
明
だ
が
、
と
り
あ

え
ず
そ
の
こ
と
の
み
を
注
記
し
て
置
く
。)

、｢

地
震｣

と

｢

な
ゐ｣

と
が
地
域
に

よ
る
呼
称
の
違
い
で
あ
る
、
つ
ま
り

｢

地
震｣

と

｢

な
ゐ｣

は
同
じ
事
実
を
指
す

言
葉
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

｢

な
ゐ｣

説
の
濫

觴
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
森
氏
の
誤
認
で
あ
る
。

安
永
四
年
が
、
一
七
七
五
年
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
享
保
二

(

一
七
一
七)

年
出
版
の
新
井
白
石
の

『

東
雅』

(『

新
井
白
石
全
集』

第
四

一

九
〇
六
年)

は
、｢

地
震
を
ナ
イ
フ
ル
と
い
ふ
は
、
ナ
イ
と
は
鳴ナ
イ

な
り
、
フ
ル
と

は
動フ
ル

な
り
、
鳴
動
の
義
也
、
今
俗
に
ナ
イ
ユ
ル
な
ど
も
い
ふ
な
り
、
ユ
ル
も
又
動

也｣

と
、
訓
と
語
義
を
述
べ
て
い
る
が
、『

物
類
称
呼』

よ
り
半
世
紀
以
上
早
い
。

な
お
、
白
石
は
方
言
説
を
採
っ
て
い
な
い
。

結
論
か
ら
言
う
と
、｢

な
ゐ｣

は
、
近
世
中
期
に
な
っ
て
使
わ
れ
始
め
た

｢

方

言｣

で
は
な
く
、｢

地
震
と
い
う
事
象
を
表
現
す
る
言
葉｣

と
し
て
、
ま
ず
、｢

な

ゐ
ふ
り

(

ふ
る)｣

と
し
て
古
代
に
由
来
し
、
そ
の
下
略
語
と
し
て
の

｢

な
ゐ｣

と
と
も
に
、
中
世
を
通
し
て
使
わ
れ
て
き
た
日
本
語
で
あ
り
、
あ
る
時
期
か
ら
は
、

｢

地
震｣

の
訓
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
、
通
説
で
あ
る
。

例
え
ば
、
丸
山
林
平
著

『

上
代
語
辞
典』

(

明
治
書
院

一
九
六
七
年)

で
は
、

な
ゐ
：

｢

な｣

は
土
、｢

す
な｣

な
ど
の

｢

な｣

。｢

ゐ｣

は
、｢

雲
ゐ｣

な
ど

の

｢

ゐ｣

で
接
尾
語
。｢

な
ゐ｣

で

｢

土｣

ま
た
は

｢

地｣

の
義
と
な
る
。

し
か
し

｢

な
ゐ
ふ
る｣

の
下
略
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
地
震
。

な
ゐ
ふ
る
：
大
地
が
ゆ
れ
る
。
地
震
が
起
る
。

と
あ
り
、
中
田
祝
夫
・
和
田
利
政
・
北
原
保
雄
編

『

古
語
大
辞
典』

(

小
学

館

一
九
八
三
年)

に
お
け
る
山
口
佳
紀
氏
の

｢

語
誌｣

で
は
、

｢

な
ゐ｣
は
、
古
く
は

｢

揺

(

よ)

る｣
｢

振
る｣

を
伴
な
っ
て
、
地
震
が
す

る
意
を
表
し
た
例
が
多
く
、
の
ち
に

｢

な
ゐ｣

が
単
独
で
地
震
の
意
を
示
す
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例
が
現
れ
る
。
従
っ
て
、｢

な
ゐ｣

は
も
と
は
地
面
・
大
地
の
意
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た

｢

ゐ｣

は

｢

雲
居

(

く
も
い)｣

な
ど
の

｢

ゐ｣

と
同
じ

か
。
な
お
、｢

な｣

を
大
地
の
意
の
古
語
と
す
る
説
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、

｢
に

(
土)｣

の
母
音
交
換
形
か

と
さ
れ
、
大
久
保
正

『

日
本
書
紀
歌
謡

全
訳
注』

(

講
談
社

一
九
八
一)

で

は
、
訓
読
に
続
け
て
、
語
釈
と
し
て
、

『

書
紀』

の
古
訓
で
は
地
震
を
ナ
ヰ
フ
ル
と
用
い
て
い
る
の
で
、｢

地な

居ゐ｣

(

ナ
は
す
な
砂
な
ど
の
ナ)
の
義
で
大
地
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
が
、
後

に
ナ
ヰ
だ
け
で
地
震
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
通
説
と
は
言
え
、
そ
れ
を
導
き
出
す
論
拠
を
確
か
め
る
必
要
は
あ
る

だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
丸
山
氏
の
説
明
は
、
概
略
的
な
も
の
と
し
て
納
得
で
き
る

が
、｢

古
く
は
・
・
・
・
の
ち
に｣

と
い
う
場
合
に
は
、
帰
納
的
に
証
明
が
可
能

な
実
例
が
ど
れ
ほ
ど
存
在
す
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、

『

書
紀』

の
古
訓
が

｢

地
震｣

を

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

と
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、

も
と
も
と

｢

地｣

が

｢

ナ
ヰ｣

で
あ
る
と
す
る
の
は
、『

書
紀』
の
古
訓
が
、
ど

こ
ま
で
遡
れ
る
か
と
言
う
問
題
が
あ
る

(

７)

。

一
つ
の
鍵
は

『

日
本
書
紀』

の

｢

武
烈
即
位
前
紀｣

に
見
え
る
歌
謡
で
あ
り
、

前
掲
の
よ
う
に
、｢

於
彌
能
姑
能
耶
賦
能
之
魔
柯
枳
始
陀
騰
余
瀰
那
爲
我
與
釐
據

魔
耶
黎
夢
之
魔
柯
枳

一
本
以
耶
賦
之
魔
柯

枳
易
耶
陛
�
羅
�
枳｣

と
あ
る
。(

十
一
字
目
の

｢

柯｣

字
を
欠

く
写
本
が
あ
る
が
、
意
味
か
ら
し
て
も
、
語
調
か
ら
し
て
も
、
落
と
せ
な
い
。
念

の
た
め
、
こ
の
文
章
の
み
正
字
体
を
使
用
し
た
。)

管
見
に
よ
れ
ば
、｢

な
ゐ｣

の

初
見
史
料
で
あ
る
。｢

お
み
の
こ
の
や
ふ
の
し
ば
か
き
し
た
と
よ
み
な
ゐ
が
よ
り

こ
ば
や
れ
む
し
ば
か
き｣

と
読
ん
で
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

｢

日
本
古
典
文
学
大
系｣

本
の

『

日
本
書
紀』

(

岩
波
書
店)

で
は
、
こ
れ
を

｢

臣お
み

の
子こ

の

八や

節ふ

の
柴し
ば

垣か
き

下
動
し
た
と
よ

み

地な
ゐ

が
震よ

り
来こ

ば

破や

れれ

む
柴し
ば

垣か
き

一
本

に
、
八
節
の
柴
垣
を
以
て
や
へ
八
重
か
ら
韓
か
き
垣
に
易
ふ｣

と
訓
読
し
て
い
る
。
同

書
の

｢

凡
例｣

に
よ
れ
ば
、
訓
読
文
は
大
野
晋
氏
が
作
成
し
、
神
田
喜
一
郎
・
小

島
憲
之
氏
等
の
指
示
に
よ
っ
て
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、｢

新編
日
本
古
典

文
学
全
集｣

本
の

『

日
本
書
紀』

(

小
学
館)

で
は
、｢

下
動
し
た
と
よ

み

地な

震ゐ

が
揺よ

り
来

ば｣

と
読
み
、｢

ナ
ヰ
は
、
ナ

(

地)

ヰ

(

居)

、
ど
っ
し
り
と
し
た
大
地
。
ナ
ヰ

が
ヨ
リ
ク
で
、
地
震
が
起
き
る
意｣

と
の
頭
注
を
付
し
て
い
る
。
訓
み
下
し
文
は
、

蔵
中
進
・
毛
利
正
守
氏
の
作
成
で
西
宮
一
民
氏
が
補
訂
し
小
島
憲
之
氏
が
統
括
、

頭
注
は
西
宮
氏
の
執
筆
・
小
島
氏
の
補
訂
と
凡
例
に
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
大
久

保
正

『

日
本
書
紀
歌
謡

全
訳
注』

(

講
談
社

一
九
八
一)

で
は
、｢

下
響
し
た
と
よ

み

地な

震ゐ

が
寄よ

り
来こ

ば｣

と
読
ん
で
い
る
。

大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
金
五
郎
編

『

岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版』

で
は
、

｢

と
よ
み｣

に

｢

響
み
・
動
み｣

の
二
様
の
文
字
を
あ
て
、｢(

あ
た
り
を)

揺
り

動
か
す
よ
う
に
音
や
声
が
ひ
び
く
。｣

と
い
う
語
釈
を
附
し
て
い
る
。
柴
垣
の
下

か
ら
地
響
き
の
音
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
、｢

響｣

と

｢

動｣

の
ど
ち
ら
を
と
っ

て
も
解
釈
に
問
題
は
な
い
が
、｢

な
ゐ
が
よ
り
こ
ば｣

は
、
検
討
を
要
す
る
。
確

か
に

｢

な
ゐ｣

を
大
地
と
と
れ
ば
、｢

震
り
来
る｣

で
よ
い
し
、
地
震
と
と
れ
ば
、

｢

寄
り
来
る｣

だ
ろ
う
。

｢

な
ゐ
が
よ
り
く
る｣

の
解
釈
は
、
論
者
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
言
う
よ
り
も
、｢

小
島
憲
之
氏
等
の
指
示
に
よ
っ
て
補
訂｣

し
た
も
の

(

岩
波)

と

｢
小
島
憲
之
氏
が
統
括｣

し
た
も
の

(

小
学
館)

と
の
間
で
、
す
で
に
解
釈
は

異
な
っ
て
い
る
し
、
小
学
館
版
の
頭
注
と
読
み
下
し
文
と
で
は
、
整
合
性
が
な
い
。

頭
注
の
よ
う
に

｢
大
地
が
よ
り
来
る｣

の
が
地
震
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
文
の
読
み
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も
｢

地
震
が
揺
り
来
る｣

で
は
な
く
、｢

地
が
震
り
く
る｣

で
あ
ろ
う
。
今
日
で

も
｢

地
震
が
ゆ
す
る｣

と
い
う
言
い
方
も
あ
る
の
で
、｢

地
震
が
揺
り
来
る｣

も

あ
な
が
ち
同
義
反
復
と
も
言
い
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
。

要
す
る
に
、
こ
の
歌
謡
の
内
在
的
な
分
析
か
ら
で
は
、｢

な
ゐ｣

が
地
震
な
の

か
、｢

な
ゐ
ふ
り｣

が
地
震
な
の
か
は
、
判
断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

｢

な
ゐ
ふ
り｣

が

｢
な
ゐ｣

に
転
化

(

下
略
化)

し
た
の
だ
と
し
て
も
、
こ
の
歌

謡
が
転
化
以
前
の
も
の
な
の
か
、
以
後
の
も
の
な
の
か
判
断
の
す
べ
が
な
い
。
た

だ
し
、｢

な
ゐ｣

あ
る
い
は

｢
な
ゐ
ふ
る｣

が
、
地
震
を
意
味
す
る
和
語
で
あ
る

こ
と
は
、
こ
の
歌
謡
の
意
味
か
ら
し
て
も
、
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
辞
典
・
索
引
類
を
渉
猟
す
る
と
、
古
代
・
中
世
の
文
学
作
品
に
お
い

て
、｢

地
震｣

と

｢

な
ゐ｣

が
同
義
語
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
い
く
つ
か
の
例

を
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
、
今
日
流
布
し
て
い
る
校
訂
本
に
よ
る
と
、｢

地
震｣

に

｢

な
ゐ｣

あ
る
い
は

｢

な
い｣

と
い
う
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の

｢

凡
例｣

を
丁
寧
に
読
む
と
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
底
本
に

は
存
在
せ
ず
、｢

校
訂
者
に
よ
る
解
釈｣

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
、
例
示
し
て
お
く
。

底
本
に

｢

な
ゐ｣

と
あ
る
も
の
を
、
校
訂
者
が

｢

地
震｣

と
改
め
、｢

な
ゐ｣
と

い
う
傍
訓
を
付
し
た
例
。

『

栄
花
物
語』
(

三
条
西
家
本)

岩
波
文
庫

『

宇
津
保
物
語』

(

延
宝
五
年
刊
本)

・
底
本

｢

な
ヰ｣

日
本
古
典
文
学
大
系

『

増
鏡』

(

応
永
古
写
本)

岩
波
文
庫

底
本
に

｢

ヲ
ホ
ナ
ヰ｣

と
あ
る
も
の
を
、
校
訂
者
が

｢

大
地
震｣

と
改
め
、｢

ヲ

ホ
ナ
ヰ｣

と
い
う
傍
訓
を
付
し
た
例
。

『

方
丈
記』
(

大
福
光
寺
本)

新
日
本
古
典
文
学
大
系

底
本
に

｢

地
震｣

と
の
み
あ
る
も
の
に
、
校
訂
者
が

｢

な
ゐ｣

と
い
う
傍
訓
を
付

し
た
例
。

『

今
昔
物
語
集』

(

鈴
鹿
家
旧
蔵
本
・
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
・
旧
三
井
文
庫
本)

新
日
本
古
典
文
学
大
系

底
本
の
漢
文
を
、
傍
訓
を
用
い
ず
に
そ
の
ま
ま

｢

地
震｣

と
し
て
訓
読
し
た
例
。

『

法
華
験
記』

日
本
思
想
大
系

底
本
の

｢

な
ゐ｣

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
例
。

『

権
中
納
言
定
頼
卿
集』

『

群
書
類
従

第
十
四
輯

和
歌
部』

底
本
の

｢

な
い｣

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
例
。

『

古
今
著
聞
集』

(

元
禄
三
年
木
版
本)

新
訂
増
補
国
史
大
系

底
本
の

｢

な
い｣

に
、｢

ゐ｣

の
傍
訓
を
付
し
た
例
。

『

古
今
著
聞
集』

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本)

角
川
文
庫

ち
な
み
に
、『

古
今
著
聞
集』

(

巻
七
術
道
第
九)

は
、
各
本
と
も

｢

な

い｣

と
記
す
。

こ
の
よ
う
に
、｢

地
震｣

と

｢

な
ゐ｣

は
、
同
一
文
献
の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど

並
存
し
て
い
な
い
。
基
本
は
意
味
の
共
通
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て

｢

現
代
の｣

校
訂
者
が
漢
字
を
あ
て
た
り
、
傍
訓
を
振
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
意
味
の
共
通
性
と
い
う
点
で
興
味
深
い
の
は
、『

方
丈
記』

で
あ
る
。
新
日

本
古
典
文
学
大
系
の
凡
例
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
大
系
本
の
底
本

(

鎌
倉
時
代
中

期
を
下
ら
な
い)

の
記
述
は
、｢

又
、
同
ジ
コ
ロ
カ
ト
ヨ
。
ヲ
ビ
タ
丶
シ
ク
ヲ
ホ

ナ
ヰ
フ
ル
コ
ト
侍
リ
キ

(

中
略)

ヲ
ソ
レ
ノ
ナ
カ
ニ
ヲ
ソ
ル
ベ
カ
リ
ケ
ル
ハ
只
地

震
ナ
リ
ケ
リ
ト
コ
ソ
覚
エ
侍
リ
シ
カ｣

で
あ
る
。｢

ヲ
ホ
ナ
ヰ
フ
ル
コ
ト｣

と

｢

地
震｣

と
が
意
味
上
完
全
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
漢
字
混
じ
り
平
仮
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名
の

｢

又
、
元
暦
二
年
の
比
、
大
な
ゐ
ふ
る
事
侍
き｣

で
は
じ
ま
る
、
室
町
時
代

中
期
の
写
本
で
あ
る
兼
良
本
も
、
全
く
同
様
で
あ
る
。
な
お
、『

今
昔
物
語
集』

巻
十
二
と

『

古
今
著
聞
集』

巻
十
一
に
は
、
性
空
に
か
か
わ
る
同
じ
内
容
の
説
話

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
一
の
事
態
に
つ
い
て
、
前
者
で
は

｢

地
震｣

、
後
者

で
は

｢

な
い｣
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

『

方
丈
記』

と
と
も
に
、
両
者
が
同
一
の
事
柄
を
指
す
こ
と
を
端
的
に
示
す
例

で
あ
ろ
う
。

公
家
の
日
記
等
を
は
じ
め
と
し
て
、｢

地
震｣

の
記
載
は
決
し
て
少
な
く
な
い

が
、
そ
れ
ら
に
傍
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
う
。
森
浩
一
氏

の
指
摘
に
触
発
さ
れ
て
の
検
討
で
、
悉
皆
は
言
う
に
及
ば
ず
、
博
捜
と
も
言
い
か

ね
る
管
見
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
流
布
本
に
見
ら
れ
る
傍
訓
が
、
底
本
に
存
在
す

る
事
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

(

７)

平
安
中
期
の
写
本
で
あ
る
岩
崎
本
を
代
表
と
す
る
古
写
本
の
声
点
の
分
析
に

よ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
平
安
時
代
の
体
系
と
大
差
が
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
、
高
山
倫
明
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
森
博
達
氏

が
論
じ
て
お
ら
れ
る

(

注
５
に
同
じ)

が
、
古
訓
を
直
ち
に
同
様
に
考
え
る
こ

と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

｢

地
震｣

を

｢

な
ゐ｣

と
読
む
こ
と
に
つ
い
て

で
は
、｢

地
震｣

を

｢

な
ゐ｣

と
読
む
の
は
間
違
い
な
の
か
。
こ
れ
も
、
結
論

か
ら
言
え
ば
、
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
必
ず
そ
う
読
ま
ね
ば
な
ら
な

い
と
言
う
こ
と
で
も
な
い
。
先
人
は
、｢

じ
し
ん｣

(

歴
史
的
仮
名
遣
い
な
ら
ば

｢

ぢ
し
ん｣)

と
も
、｢

な
い｣

(

同
じ
く

｢

な
ゐ｣)

と
も
読
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

｢

新
訂
増
補
国
史
大
系
本｣

の
底
本
と
な
っ
て
い
る

『

日
本
書
紀』

の
版
本
は
、

寛
文
九

(

一
六
六
九)

年
の
刊
行
で
あ
る
が
、
允
恭
五
年
・
天
智
三
年
紀
の

｢

地

震｣

に｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

、
皇
極
元
年
紀
に｢

ナ
ヰ
フ
リ｣

、
推
古
七
年
紀
の｢

地
動｣

に

｢

ナ
イ
フ
リ
テ｣

・

｢

地
震
神｣

に

｢

ナ
イ
ノ｣

と
い
う
傍
訓
を
付
し
て
い
る
。

『

物
類
称
呼』

に
一
世
紀
以
上
先
行
す
る
。
ま
た
、
こ
の

｢

国
史
大
系
本｣

の
注

記
に
よ
れ
ば
、
允
恭
・
皇
極
・
推
古
紀
と
天
武
四
年
紀
に

｢

ナ
ヰ｣

｢

ナ
ヰ
フ
リ｣

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

の
傍
訓
を
有
す
る
古
写
本
が
存
在
す
る
。｢

古
点
・
古
訓
を
註
せ
る

最
古
の
鈔
本｣

は
岩
崎
文
庫
本
で
あ
る
が
、｢

凡
例｣

に
よ
れ
ば
、
本
文
は
宇
多

醍
醐
天
皇
頃
、
古
点
は
寛
弘
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
当
該
の
古
訓
の
施
さ
れ

た
時
期
は
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
文
明
年
間
ま
で

下
が
る
可
能
性
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
推
古
七
年
条
に
お
け
る
そ
の
傍
訓
は
、

｢

地
動｣

に
対
し
て

｢

ナ
ヰ
フ
リ｣

、｢

地
震
神｣

の

｢

地
震｣

に
対
し
て

｢

ナ
ヰ｣

で
あ
る
。｢

ナ
ヰ
フ
リ｣

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

の
訓
を
持
つ
他
の
古
写
本
も
、
遡
っ
て
も

院
政
期
で
あ
る
。｢

ナ
ヰ
フ
リ｣

と

｢

ナ
ヰ｣

の
前
後
関
係
は
、『

書
紀』

の
古
訓

が
根
拠
で
あ
る
以
上
は
、
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
武
烈

紀
の
歌
謡
が
、
論
者
に
よ
っ
て
二
様
に
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
は
じ
め
か
ら
、
和
語
そ
の
も
の
が
、
訓
読
と
は
別
に
、｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

と
も

｢

ナ
ヰ｣

と
も
言
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
な
か
っ
た
と
も
断
言
で
き
な
い
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、『

書
紀』

訓
読
の
世
界
に
お
い
て
は
、
あ
る
時
期
に
お
い

て
、｢

地
震｣

は

｢

ナ
ヰ｣

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

と
読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

｢
地
震
と
い
う
漢
語
で
表
現
さ
れ
た
事
象｣

を
和
語

(

日
本
語)

で
は
そ
の
よ
う

に
呼
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
武
烈
紀
の
歌
謡
を

｢

な
ゐ
が
よ
り
こ
ば｣

と
解
読

で
き
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を

｢

地
震｣

と
解
す
る
の
は
、
和

語
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

｢

地
震
と
い
う
漢
字
の
解
釈｣

が
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出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
奈
良
時
代
に
発
し
た

｢

書
紀
講
読｣

に
お
い
て
、

同
時
代
の
和
語
と
し
て
、
そ
の
訓
が
採
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
が
、
そ
れ
が
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
一
般
的
用
法
と
し
て｢

地
震
と
書
い
て
、

な
ゐ
と
読
む｣

事
を
意
味
す
る
か
は
、
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

和
訓
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
は
、
さ
し
あ
た
り
、
平
安
期
及
び
室
町
期
に
お

け
る
字
書
類
の
訓
で
あ
っ
て
、
ま
ず
前
者
で
は

○

『

類
聚
名
義
抄』
観
智
院
本

(

日
本
古
典
全
集)

に

｢

地
震

ナ
井｣

(
法

中

四
十
八)

○

『

色
葉
字
類
抄』

黒
川
本

(
中
田
祝
夫

『

色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合

索
引

黒
川
本
影
印
篇』

風
間
書
房

一
九
七
七
年)

に

｢

驚
ナ
ヰ
地
震｣

(

中

三
六

表)

・｢

地
震
ナ
ヰ
フ

ル
俗
云｣

｢

地
動
同｣
(

中

三
八

表)

が
あ
っ
て
、｢

地
震｣

の
和
訓
が

『

名
義
抄』
で
は
｢

ナ
ヰ｣

、『

字
類
抄』

で
は

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣

で
あ
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
字
類
抄』

に
お
い
て
は
、

｢

驚｣

と
い
う
文
字
を

｢

ナ
ヰ｣

と
訓
じ
、
字
義
と
し
て

｢
地
震｣

の
こ
と
を
意

味
す
る
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
、｢

地
震｣

も

｢

地
動｣

も
、｢
俗
に
ナ
ヰ
フ
ル
と

云
う
の
だ｣

と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
書
写
年
代
は
下
っ
て
も
、

こ
れ
ら
の
典
籍
の
性
格
か
ら
し
て
、
書
き
換
え
な
ど
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
平
安

時
代
に
お
い
て
は
、｢

な
ゐ｣

と

｢

な
ゐ
ふ
る｣

は
並
存
し
て
い
て
、
前
後
関
係

は
出
て
こ
な
い
。

次
い
で
、
室
町
期
に
属
す
る

『

古
本
節
用
集』

を
見
よ
う
。
印
刷
の
関
係
で
、

叙
述
形
態
を
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
了
解
願
い
た
い
。

○

『

伊
京
集』

(

中
田
祝
夫

『

改
訂
新
版
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
綜

合
索
引

影
印
篇』

勉
誠
社

一
九
七
九
年)

｢

地ナ

震ユ｣

○

『

饅
頭
屋
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ナ

震エ｣

○

『

黒
本
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ナ

震ヘ｣

○

『

明
応
五
年
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ナ

震ヱ｣

○

『

易
林
本
節
用
集』

(

同)

｢

地
震
ナ
イ
フ
ル

地
動
同

｣

○

『

堯
空
本
節
用
集』

(

中
田
祝
夫

『

印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び

に
綜
合
索
引

影
印
篇』

勉
誠
社

一
九
七
四
年)

｢

地チ

震シ
ン｣

○

『

両
足
院
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ヂ

震シ
ン｣

○

『

永
禄
二
年
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ヂ

震シ
ン｣

｢

地ヂ

震シ
ン

ナ

ヘ ｣

○

『

弘
治
二
年
本
節
用
集』

(

同)

｢

地ナ

震エ

ヂ
シ
ン ｣

｢

地チ

震シ
ン｣

○

『

書
言
字
考
節
用
集』

(

中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎

『

書
言
字
考
節
用
集

研
究
並
び
に
索
引

影
印
篇』

風
間
書
房

一
九
七
三
年)

｢

地ナ
ヰ

動フ
ル

ナ

ヰ ｣

―同

震
出知｣

｢

―ヂ

震シ
ン
公
羊
伝
地
動

也
○

出
奈

｣
(｢

出
知｣

｢

出
奈｣

は
、｢

チ
の
項

目
を
参
照｣

｢

ナ
の
項
目
を
参
照｣

を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
、

者
は
、｢

地
動｣

｢

地
震｣

を

｢

ナ
ヰ

(

フ
ル)｣

と
読
む
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
同
じ
文
字
に
つ
い
て

｢

ヂ
シ
ン｣

と
も
読
む
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
。
後
者
は
、
そ
の
逆
で
あ
る
。)
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○

『

文
明
本
節
用
集』

(

中
田
祝
夫

『

改
訂
新
版
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び

に
索
引

影
印
篇』

勉
誠
社
一
九
七
九
年)

｢

―
震シ
ン

フ
ル
ウ

｣
(

そ
の
前
に
あ
る
文
字
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
こ
れ
は

｢

地
震｣

と
い
う
文
字
に
対
し
て
、
左
右
に

｢

チ
シ
ン｣

｢

チ
フ
ル
ウ｣

と
の
訓
を

付
し
た
も
の
で
あ
る
。)

中
田
祝
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
節
用
集
に

｢

収
め
ら
れ
て
い
る
語
句
は
そ
の
時
代
の

通
用
普
通
の
語
句
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
室
町
時
代
の
古
本
節
用
集

は
室
町
時
代
の
言
語
を
集
め
て
い
る
し
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
江
戸
時
代
の
語
句

を
集
め
て
い
る
。｣

(｢

古
本
節
用
集
六
種
綜
合
索
引
の
た
め
に｣

『

改
訂
新
版
古
本

節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
綜
合
索
引

影
印
篇』)

こ
れ
に
従
え
ば
、
少
な
く
と

も
室
町
時
代
に
お
い
て
は
、｢

地
震｣

は
、｢
ナ
イ｣

｢

ナ
エ｣
｢

ナ
ヱ｣

｢

ナ
ユ｣

｢

ナ
ヘ｣

｢

ナ
ヰ｣

｢

ヂ
シ
ン｣

｢

チ
シ
ン｣

｢

ナ
ヰ
フ
ル｣
｢

チ
フ
ル
ウ｣

な
ど
、

｢

通
用
普
通
の｣

こ
と
と
し
て
多
様
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、｢

な
ゑ｣

を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
、『

日
葡
辞
書』

が
あ
っ
て
、｢N

a

ye

ナ
エ

(

地
震)

N
ayega

yuru
(

地
震
が
揺
る)

地
震
が
す
る｣

と
し
て

い
る
。(

土
井
忠
生
他
編
訳

『

邦
訳
日
葡
辞
書』

岩
波
書
店

一
九
八
〇
年)

ま
と
め

『

日
本
書
紀』

の
地
震
記
事
は
、
允
恭
紀
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
載
を

欠
く
の
は
、
お
そ
ら
く

｢

帝
紀
・
旧
辞｣

等
に
地
震
記
載
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
允
恭
紀
の
記
事
は
、
地
震
そ
の
も
の
の
記
事
で
は
な
く
、
別
の
伝

承
を
語
る
背
景
と
し
て
地
震
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
、
時
代
を
特
定
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、『

日
本
書
紀』

に
限
ら
ず
、
正
史
そ
の
他
の
編
年

史
料
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
地
震
記
事
は
、
現
地
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
を

除
い
て
、
奈
良
・
平
安
京
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
畿
内
に
お
い
て
感
知
・

認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
列
島
に
お
け
る
地
震
の
全
体
状
況
を
示
し
た

も
の
で
は
な
い
。
公
家
の
日
記
な
ど
に
お
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
る

(

８)

。

そ
し
て
、『

日
本
書
紀』

の
地
震
記
事
は
、
そ
の
規
模
等
に
即
し
て
、
表
現
に

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
書
き
分
け
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
後
世
の
知
識

に
基
づ
い
て
、
一
律
に

｢

な
ゐ｣

と
し
て
し
ま
う
の
は
問
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
地
震
の
こ
と
を

｢

な
ゐ｣

と
呼
ぶ
の
は

『

物
類
称
呼』

に
始
ま
る
と

す
る
森
浩
一
説
は
、
誤
り
で
あ
っ
て
、｢

な
ゐ｣

は
、｢

地
震｣

と
い
う
漢
語
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る
事
象
を
指
す
、
古
代
以
来
の
和
語(

日
本
語)

で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、｢

地
震｣

を
和
訓
で
読
む
場
合
に
は
、｢

な
ゐ｣

と
な
る
。
古
写
本
に
記
さ
れ

た

『

日
本
書
紀』

の
古
訓
は
、
そ
の
例
で
あ
る
が
、｢

地
震｣

は
、
必
ず
し
も

｢

な
ゐ｣

と
だ
け
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
文
字
そ
の
ま
ま
に

｢

じ
し
ん｣

と
読
ん
で
も
、
い
っ
こ
う
に
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
崩
れ
た

(

和
風
化

し
た)

公
家
の
日
記
な
ど
の
漢
文
を
読
む
場
合
に
は
、｢

故
実
読
み｣

を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、｢

地
震｣

が
そ
の
対
象
と
な
る

と
も
思
え
な
い
。

『

古
事
類
苑』

(

地
部
五
十)

の
、｢

地
震
ハ
、
古
ク
ハ
、
ナ
ヰ
ト
云
ヒ
、
又
ナ

ヰ
フ
ル
ト
モ
云
ヘ
リ
、
鳴
動
ノ
義
ナ
リ
、
後
世
ノ
俗
、
仍
ホ
ナ
ヰ
ト
云
ヒ
、
或
ハ

ナ
ヱ
、
ナ
イ
ユ
ル
ナ
ド
称
ス
ル
処
モ
ア
レ
ド
、
多
ク
ハ
音
読
セ
シ
モ
ノ
丶
如
シ｣

と
い
う
説
明
が
、
案
外
正
鵠
を
を
得
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(

８)

私
は
、
現
在

『

愛
知
県
史』

編
纂
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
、
古
代
尾
張
・
三
河

に
関
す
る
史
料
を
可
能
な
限
り
収
録
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
、
二
冊
の

｢

古
代
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資
料
編｣

の
刊
行
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
風
や
洪
水
あ
る
い
は
飢
饉

な
ど
の
史
料
は
、
一
で
は
頻
出
す
る
も
の
の
、
二
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
史
実
の
状
況
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
六
国
史
を
は
じ

め
と
し
て
各
地
か
ら
の
報
告
と
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
が
記
さ
れ
て
い
る

編
纂
史
料
が
存
在
す
る
時
期
と
、
そ
れ
を
欠
く
時
期
と
い
う
、
専
ら
史
料
の
存

在
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
公

家
の
日
記
等
に
は
、
自
ら
の
利
害
に
直
接
関
わ
ら
な
い

｢

地
方
の｣

災
害
な
ど

は
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
史
料
は
、
古
代
尾
張
・
三
河
国
の
災
害
の
全
貌
・

趨
勢
を
語
っ
て
は
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
災
害
史
料
が
無
意
味
で
あ

る
は
ず
が
な
い
こ
と
も
当
然
で
、
残
さ
れ
た
記
録
は
、
ど
れ
も
貴
重
で
あ
る
。

｢

校
正
に
際
し
て
の
付
記｣

｢

古
代
の
災
害
を
考
え
る

地
震
・
津
波
・
噴
火

｣

を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た｢

第
28
回
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
大
会｣
(

二
〇
一
二
年
三
月
三
日
・

四
日

於
奈
良
文
化
財
研
究
所)

に
お
い
て
、
貞
観
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
、
当

時
の
海
岸
線
か
ら
で
も
最
大
五
キ
ロ
を
超
え
る
浸
水
域
を
復
元
す
る
こ
と
を
含
め
、

文
献
・
考
古
学
の
両
面
か
ら
詳
細
な
分
析
を
加
え
た

｢

貞
観
一
一
年
陸
奥
国
巨
大

地
震
・
津
波
と
そ
の
復
興｣

の
報
告
を
さ
れ
た
柳
沢
和
明
氏(

東
北
歴
史
博
物
館)

は
、
こ
の
災
害
が

｢

東
北
古
代
史
・
考
古
学
研
究
者
や
地
震
・
津
波
研
究
者
に
は

『

常
識』

で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
大
震
災
以
前
に
は
世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
こ
の
巨
大
地
震
が
周
知
さ
れ
た
の
は
悲
劇
的

で
、
世
間
一
般
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
は
、
真
剣

に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と

(

資
料
に
も
書
き
、
口
頭
で
も)

述
べ
ら
れ

た
。
見
る
べ
き
も
の
に
目
を
ふ
さ
い
だ
り
、
見
て
い
る
こ
と
を
隠
蔽
し
た
り
し
た

上
、
い
ま
だ
に
反
省
も
し
な
い

｢

原
子
力
村
の

(

官
界
・
財
界
と
利
権
を
介
し
て

癒
着
し
た)

御
用
学
者｣

の
そ
れ
と
は
異
な
る
言
葉
と
し
て
、
拝
聴
し
た
。
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